
時代 西暦 福島県のできごと 西暦 日本のできごと 

旧
石
器 

  〈旧
きゅう

石
せっ

器
き

時代の遺跡〉成
なり

田
た

遺跡(鏡
かがみ

石
いし

町)，

平
ひら

林
ばやし

遺跡(桑
こ

折
おり

町) 

 ●狩りや漁による生活が行われる 

縄
文 

  〈縄
じょう

文
もん

時代の遺跡〉三
さん

貫
がん

地
じ

遺跡(新
しん

地
ち

町)，

古亀田遺跡(郡
こおり

山
やま

市)，上
かみ

岡
おか

遺跡(福島市)，宮
みや

畑
はた

遺跡(同前) 

  

  〈弥生
や よ い

時代の遺跡〉番
ばん

匠
じょう

地
ち

遺跡(いわき市)，

桜
さくら

井
い

遺跡(原
はら

町
まち

市)，天
てん

神
じん

原
はら

遺跡(楢
なら

葉
は

町)，墓
ぼ

料
りょう

遺跡(会
あい

津
づ

若
わか

松
まつ

市) 

 ●稲
いな

作
さく

や金属器の使用が始まる 

    ●倭
わ

国は 100 あまりのくに(国)に分かれ

ていたという 

弥
生 

   57 倭の奴
な

の国王が後
ご

漢
かん

に使いを送り，金
きん

印
いん

を

贈られる 

  〈古
こ

墳
ふん

時代の遺跡〉亀
かめ

ヶ
が

森
もり

古墳(会
あい

津
づ

坂
ばん

下
げ

町)，会
あい

津
づ

大
おお

塚
つか

山
やま

古墳(会津若松市)，原
はら

山
やま

１

号墳(泉
いずみ

崎
ざき

村)，神
かみ

谷
や

作
さく

101 号墳(いわき市)，

蝦
え

夷
ぞ

穴
あな

古墳(須
す

賀
か

川
がわ

市) 

239 倭の女王卑
ひ

弥
み

呼
こ

が魏
ぎ

の皇帝に使いを送る

古
墳 

   478 倭王武
ぶ

が中国に使いを送る 

   593 聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

が摂
せっ

政
しょう

となる 

   630 第 1 回遣
けん

唐
とう

使
し

を派遣 

  ●道
みち

奥
のくの

国
くに

がおかれる 645 大化の改
かい

新
しん

が始まる 

飛
鳥 

   701 大
たい

宝
ほう

律
りつ

令
りょう

が完成する 

   710 平
へい

城
じょう

京
きょう

(奈良)に都が移される 
奈
良 

  ●能
のう

満
まん

寺
じ

乾
かん

漆
しつ

仏
ぶつ

虚
こ

空
くう

蔵
ぞう

(いわき市)がつくら

れる 

743 懇
こん

田
でん

永
えい

年
ねん

私
し

財法
ざいのほう

が出される 

    794 平
へい

安
あん

京
きょう

(京都)に都が移される 

806 磐
ばん

悌
だい

山
さん

が噴
ふん

火
か

し，勅
ちょく

命
めい

により空
くう

海
かい

が慧
え

日
にち

寺
じ

を建てる 

802 坂
さかの

上
うえの

田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

が胆
い

沢
さわ

城
じょう

(岩手)を築
きず

く 

   935 平
たいらの

将
まさ

門
かど

が関東で反乱をおこす(～940) 

   1016 藤
ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

が摂
せっ

政
しょう

となる 

   1086 白
しら

河
かわ

上
じょう

皇
こう

が院
いん

政
せい

を始める 

   1156 保
ほう

元
げん

の乱がおこる 

1160 白
しら

水
みず

阿
あ

弥
み

陀
だ

堂
どう

(いわき市)が建てられる 1159 平
へい

治
じ

の乱がおこる 

1187 源
みなもとの

義
よし

経
つね

が奥
おう

州
しゅう

にのがれる 1167 平
たいらの

清
きよ

盛
もり

が太
だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

になり，力をふるう

平
安 

1189 阿
あ

津
つ

賀
か

志
し

山
やま

の戦いがおこる 1185 壇
だん

の浦
うら

で平氏がほろびる。 源
みなもとの

頼
より

朝
とも

が守
しゅ

護
ご

と地
じ

頭
とう

をおく 

   1192 源頼朝が征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

となる 

1216 大
おお

江
えの

広
ひろ

元
もと

が陸
む

奥
つの

守
かみ

となる 1219 北
ほう

条
じょう

氏による執
しっ

権
けん

政治が始まる 

  ●このころより，東北地方は幕
ばく

府
ふ

領となる 1221 承
じょう

久
きゅう

の乱
らん

がおこる 鎌
倉 

   1232 北条泰
やす

時
とき

が御
ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

( 貞
じょう

永
えい

式
しき

目
もく

)を定め

る 



   1274 文
ぶん

永
えい

の役
えき

がおこる(元
げん

寇
こう

)  

   1281 弘
こう

安
あん

の役
えき

がおこる 

1333 北
きた

畠
ばたけ

顕
あき

家
いえ

が陸奥国府多
た

賀
が

城
じょう

に着く 1333 鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

がほろびる。建
けん

武
む

の新
しん

政
せい

が始まる建
武 

   1336 朝廷が南北に分かれる 

1353 宇
う

津
づ

峰
みね

城
じょう

が落ち，福島での南北朝の争いが

終わる 

1338 足
あし

利
かが

尊
たか

氏
うじ

が征夷大将軍となる 

1384 有力豪族 芦
あし

名
な

直
なお

盛
もり

が，黒
くろ

川
かわ

城(会
あい

津
づ

若
わか

松
まつ

市)

を築
きず

く 

1392 足利義
よし

満
みつ

が南北朝の対立を終わらせる 

1404 仙
せん

道
どう

の国
こく

人
じん

一
いっ

揆
き

がおこる 1404 勘合貿易(日明貿易)が始まる 

   1467 応
おう

仁
にん

の乱がおこる 

1536 伊
だ

達
て

稙
たね

宗
むね

が塵
じん

芥
かい

集
しゅう

を制定する  ●国
くに

一
いっ

揆
き

・一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

がおこる 

  ●会津の芦名氏が最も栄える 1543 ポルトガル人が種
た

子
ねが

島
しま

に漂着して，鉄
てっ

砲
ぽう

を

伝える 

室
町 

  芦名氏のもとで水
すい

墨
ぼく

画
が

絵
え

師
し

 雪
せっ

村
そん

が活
かつ

躍
やく

する 1549 フランシスコ=ザビエルが，キリスト教を

伝える 

1589 伊達政
まさ

宗
むね

が芦名氏を破り，黒川城に入る 1573 織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

が室町幕府をほろぼす 

  伊達氏が現在の福島県をほぼ支配下におく    

1590 豊臣秀吉が奥州仕
し

置
お

きを行う。検
けん

地
ち

がきびし

く行われる 

1590 豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が天下を統一する 

安
土
桃
山 

1592 蒲
がも

生
う

氏
うじ

郷
さと

が黒
くろ

川
かわ

を若
わか

松
まつ

と改め，城下町の整備

を始める 

1600 徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

が関
せき

ヶ
が

原
はら

の戦いに勝利する 

  ●会
あい

津
づ

藩
はん

･岩
いわ

城
き

平
たいら

藩・相
そう

馬
ま

藩・棚
たな

倉
ぐら

藩・白
しら

河
かわ

藩など 10 あまりの藩と，幕府の直
ちょっ

轄
かつ

地
ち

(幕
ばく

領
りょう

)がおかれる 

1603 徳川家康が征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

となる 

   1612 幕府の直轄地(幕領)でキリスト教が禁止

される 

1629 丹
に

羽
わ

長
なが

重
しげ

が小
こ

峰
みね

城(のちの白河城)を整備す

る(～1632) 

1615 大
おお

阪
さか

の陣
じん

で豊臣氏がほろびる。武
ぶ

家
け

諸
しょ

法
はっ

度
と

を定める 

  ●大
おお

内
うち

宿
じゅく

などの宿
しゅく

駅
えき

が整備される 1635 参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

が定められる 

   1637 島
しま

原
ばら

・天
あま

草
くさ

一揆(島原の乱)がおこる(～

1638) 

1684 会
あい

津
づ

農
のう

書
しょ

が書かれる 1639 ポルトガル船の来航が禁止される(鎖国の

完成) 

   1709 新
あら

井
い

白
はく

石
せき

が改革を行う(～1716)         

1720 白河藩で百
ひゃく

姓
しょう

一
いっ

揆
き

がおこる 1716 8 代将軍 徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

が 享
きょう

保
ほう

の改
かい

革
かく

を行う

(～1745) 

  ●福島県全域で百姓一揆がおこる 1720 漢訳洋書の輸入禁止策をゆるめる  

1749 信
しん

達
たつ

百姓一揆がおこる 1722 吉宗が新
しん

田
でん

開発を奨
しょう

励
れい

する 

  ●県北地域で生
き

糸
いと

の生産がさかんになる 1772 田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

が老
ろう

中
じゅう

となる(～1786) 

  ●ききんにより農村は大きな被害を受ける 1782 天
てん

明
めい

のききんがおこる(～1787) 

1787 白河藩主 松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

が老中となる 1787 老中 松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

が寛
かん

政
せい

の改
かい

革
かく

を始める(～

1793) 

江
戸 

  ●会津藩が蝦
え

夷
ぞ

地
ち

(北海道)の守備を命じら

れる 

1808 間
ま

宮
みや

林
りん

蔵
ぞう

が樺
から

太
ふと

(サハリン)を探検する  



 ●会津・白河両藩が房
ぼう

総
そう

(千葉)沿
えん

岸
がん

の守備に

つく 

 ●諸藩で藩政改革が始まる 

1822 「新
しん

訂
てい

万
ばん

国
こく

全
ぜん

図
ず

」を描
えが

いた亜
あ

欧
おう

堂
どう

田
でん

善
ぜん

が没
ぼっ

す

る 

1825 外国船(異国船)打
うち

払
はらい

令
れい

が出される 

1833 大
だい

凶
きょう

作
さく

となる 1833 天
てん

保
ぽう

のききんがおこる(～1839) 

    ●打ちこわしや百姓一揆がひんぱんにお

こる 

   1837 大
おお

塩
しお

の乱がおこる 

   1839 渡辺崋山や高野長英らが処罰される(蛮社

の獄) 

   1841 老中 水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

が天
てん

保
ぽう

の改革を始める(～

1843) 

   1853 アメリカのペリーが浦
うら

賀
が

(神奈川)にやっ

て来る 

1855 常
じょう

磐
ばん

地方で石
せき

炭
たん

が発見される 1854 日
にち

米
べい

和
わ

親
しん

条約を結ぶ 

   1858 日
にち

米
べい

通
つう

商
しょう

修
しゅう

好
こう

条約を結ぶ 

1860 平
たいら

藩
はん

主
しゅ

 安
あん

藤
どう

信
のぶ

正
まさ

が老
ろう

中
じゅう

となる  大
たい

老
ろう

 井
い

伊
い

直
なお

弼
すけ

が安
あん

政
せい

の大
たい

獄
ごく

を行う 

1862 老中 安藤信正が，坂
さか

下
した

門
もん

外
がい

で水
み

戸
と

浪
ろう

士
し

に襲
おそ

われる 

1860 井伊直弼が暗殺される(桜
さくら

田
だ

門
もん

外
がい

の変) 

 

1866 信
しん

達
たつ

世
よ

直
なお

し一
いっ

揆
き

がおこる 1867 大
たい

政
せい

奉
ほう

還
かん

が行われる。王
おう

政
せい

復
ふっ

古
こ

の大
だい

号
ごう

令
れい

が

出される 

1868 戊
ぼ

辰
しん

戦
せん

争
そう

。二
に

本
ほん

松
まつ

城が落とされる 1868 明
めい

治
じ

維
い

新
しん

。戊
ぼ

辰
しん

戦争がおこる(～1869) 

  若
わか

松
まつ

城(鶴が城)が落とされ，会津藩が降
こう

伏
ふく

す

る 

 (1868)五
ご

箇
か

条
じょう

の御
ご

誓
せい

文
もん

 (1869)版
はん

籍
せき

奉
ほう

還
かん

    (1871)廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

 (1872)学
がく

制
せい

を公布 

1873 二本松士族が安
あ

積
さか

開
かい

拓
たく

第一陣
じん

として，大
おお

槻
つき

原
はら

に移住する 

 (1873)徴
ちょう

兵
へい

令
れい

を公布 (1873～)地
ち

租
そ

改
かい

正
せい

1875 河
こう

野
の

広
ひろ

中
なか

が石
いし

川
かわ

町に石
せき

陽
よう

社
しゃ

を設立する 1874 板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

らが民
みん

撰
せん

議
ぎ

院
いん

設
せつ

立
りつ

の建
けん

白
ぱく

書
しょ

を提

出する 

1876 野
の

口
ぐち

英
ひで

世
よ

が猪
い

苗
なわ

代
しろ

湖
こ

畔
はん

に生まれる 1876 日朝修好条規を結ぶ 

  福
ふく

島
しま

・磐
いわ

前
さき

・若
わか

松
まつ

の三県を合
がっ

併
ぺい

し，福島県が

おかれる 

1877 西
せい

南
なん

戦
せん

争
そう

がおこる 

1878 旧久
く

留
る

米
め

藩士が安
あ

積
さか

野
の

に移住して，ファン=

ドールン疎
そ

水
すい

の実地調査を行う 

1880 国
こっ

会
かい

期
き

成
せい

同
どう

盟
めい

が結成される 

    ●自由民権運動がさかんになる 

1882 三
み

島
しま

通
みち

庸
つね

が県
けん

令
れい

となる。安積疎水が完成する 1881 1890年の国会開設を約束。板垣らが自
じ

由
ゆう

党
とう

を結
けっ

成
せい

 

1887 東北本線が開通する 1889 大日本帝
てい

国
こく

憲法が発布される 

1888 (7 月 15 日)磐
ばん

悌
だい

山
さん

大
だい

噴
ふん

火
か

がおこる 1890 第 1 回帝国議会が開かれる 

   1894 領
りょう

事
じ

裁
さい

判
ばん

権
けん

が撤
てっ

廃
ぱい

される 

1898 常
じょう

盤
ばん

線
せん

が開通する  日
にっ

清
しん

戦争がおこる(～1895：下関
しものせき

条約) 

1899 日本銀行福島出
しゅっ

張
ちょう

所
じょ

が開設される 1895 三
さん

国
ごく

干
かん

渉
しょう

が行われる(ロシア・ドイツ・フ

ランス) 

明
治 

   1902 日
にち

英
えい

同
どう

盟
めい

を結ぶ(～1923) 

  会
あい

津
づ

藩主 松
まつ

平
だいら

容
かた

保
もり

が京
きょう

都
と

守
しゅ

護
ご

職
しょく

となる 1866 
さっ

長
ちょう

同
どう

盟
めい

が成立する 



1903 河野広中が衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

議長となる 1904 日
にち

露
ろ

戦争がおこる(～1905：ポーツマス条

約) 

1905 東北大
だい

凶
きょう

作
さく

で，県内では 7割 6分減
げん

収
しゅう

とな

る 

1910 韓国を日本に併
へい

合
ごう

する 

 

1908 若松歩
ほ

兵
へい

第 65連
れん

隊
たい

が，会津若松に入る 1911 関
かん

税
ぜい

自
じ

主
しゅ

権
けん

を回復する 

1912 県会で加
か

納
のう

鉱
こう

山
ざん

の鉱
こう

毒
どく

・煙
えん

毒
どく

問題がとり上げ

られる 

1912 第一次護
ご

憲
けん

運動がおこる 

1915 河
こう

野
の

広
ひろ

中
なか

が農
のう

商
しょう

務
む

大
だい

臣
じん

となる 1914 第一次世界大戦に参戦する(～1918) 

1918 福島・若
わか

松
まつ

・郡
こおり

山
やま

などで米
こめ

騒
そう

動
どう

がおこる 1915 中国に二十一か条の要求を提出する 

1919 野
の

口
ぐち

英
ひで

世
よ

が黄
おう

熱
ねつ

病
びょう

の病
びょう

源
げん

体
たい

を発見する 1918 シベリアに出兵する(～1922)。米
こめ

騒
そう

動
どう

が広

がる 

    原
はら

敬
たかし

の政
せい

党
とう

内
ない

閣
かく

が成立する 

1920 初の国
こく

勢
せい

調
ちょう

査
さ

が行われる(県人口：136 万

2750 人) 

1922 全国水平社が結成される 

   1923 関
かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

がおこる 

大
正 

   1925 治
ち

安
あん

維
い

持
じ

法
ほう

が公布される。普
ふ

通
つう

選
せん

挙
きょ

法
ほう

が公

布される 

1927 福島商業銀行が休業する 1926 大正天皇が没し，昭和となる 

1929 凶
きょう

作
さく

により，養
よう

蚕
さん

業・製
せい

糸
し

業が不
ふ

況
きょう

となる 1931 満
まん

州
しゅう

事
じ

変
へん

がおこる 

   1932 五
ご

・一
いち

五
ご

事件がおこる 

1934 凶作により，県下各地で収
しゅう

穫
かく

が皆
かい

無
む

の農家

が続出する 

1933 国際連盟から脱退する 

   1936 ニ
に

・ニ
に

六
ろく

事件がおこる  

   1937 日中戦争が始まる(～1945) 

1939 県内からの満
まん

州
しゅう

開
かい

拓
たく

移
い

民
みん

が増加する 1938 国
こっ

家
か

総
そう

動
どう

員
いん

法
ほう

が公布される 

   1940 日
にち

独
どく

伊
い

三
さん

国
ごく

同
どう

盟
めい

を結ぶ 

1943 ガダルカナル島撤
てっ

退
たい

において，本県関係死者

は約 4000 人 

1941 日ソ中立条約を結ぶ。太平洋戦争が始まる

(～1945) 

1945 郡
こおり

山
やま

市が空
くう

襲
しゅう

にみまわれる 1943 日本軍がガダルカナル島から撤退する 

  米軍が福島と会
あい

津
づ

若
わか

松
まつ

に進
しん

駐
ちゅう

し，とどまる 1945 広
ひろ

島
しま

・長
なが

崎
さき

に原
げん

爆
ばく

が投下される     

    ポツダム宣
せん

言
げん

を受
じゅ

諾
だく

する 

連合国軍総
そう

司
し

令
れい

部
ぶ

が，財
ざい

閥
ばつ

解
かい

体
たい

･農地改革

を指示する 

    選
せん

挙
きょ

法
ほう

が改正される(20歳以上の男女に選

挙権) 

1949 松
まつ

川
かわ

事件がおこる 1946 日本国憲法が公布される 

1950 磐
ばん

梯
だい

朝
あさ

日
ひ

が国立公園に指定される 1951 サンフランシスコ平和条約，日米安全保
ほ

障
しょう

条約を結ぶ 

1952 第 7 回国民体育大会が開催される(宮
みや

城
ぎ

・山

形と共
きょう

催
さい

) 

1954 自
じ

衛
えい

隊
たい

が設置される 

1956 小
お

名
な

浜
はま

港(いわき市)が国際貿易港となる 1956 日ソ共同宣言に調印する。国際連合に加
か

盟
めい

する 

昭
和 

1959 観光有料道路スカイラインが開通する  ●経済が急激に成長する  



1961 第 16 回国体夏季大会が開催される(会
あい

津
づ

若
わか

松
まつ

市) 

1960 新しい日米安全保障条約が国会で自然承
しょう

認
にん

される 

1964 円
つぶら

谷
や

幸
こう

吉
きち

が東京オリンピックのマラソンで

銅
どう

メダルを獲
かく

得
とく

 

1965 同和対策審議会の答申が行われる 

1970 東京電力福島原子力発電所１号機の試
し

運
うん

転
てん

が始まる 

1965 日
にっ

韓
かん

基本条約を結ぶ 

1971 磐
いわ

城
き

高校が全国高校野球選手権大会で準優

勝する 

1968 小
お

笠
がさ

原
わら

諸島が日本に復
ふっ

帰
き

する 

1972 栃
とち

東
あずま

(現玉
たま

ノ
の

井
い

親
おや

方
かた

，相
そう

馬
ま

市
し

出身)が大
おお

相撲
ず も う

初
はつ

場
ば

所
しょ

で優勝する 

   

1974 猪
い

苗
なわ

代
しろ

で国体スキ－競技がはじめて行われ

る 

1968 国民総生産が資本主義国で第 2位となる

1975 東北自動車道が開通する 1972 沖
おき

縄
なわ

が日本に復帰する。日中共同声明に調

印する 

1976 常
じょう

磐
ばん

炭
たん

田
でん

が閉
へい

山
ざん

する 1973 石油危
き

機
き

で物価が高
こう

騰
とう

する 

1982 東北新幹線が開通する 1978 日中平和友好条約を結ぶ 

 

1988 常
じょう

磐
ばん

自動車道全線が開通する 1979 国際人権規約に批
ひ

准
じゅん

する 

1990 (県人口：210 万 4058 人) 1989 昭和天皇が没し，元号が平成となる 

1992 磐
ばん

越
えつ

自動車道が開通する 1992 PKO 協力法(国際平和協力法)が成立する 

1993 福島空港(玉
たま

川
かわ

村)が建設される      

会津大学が設立される 

1994 政治改革法が成立する 

1995 第 50 回ふくしま国体が開かれる 1995 阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

がおこる 

2000 (県人口：212 万 6935 人) 1997 アイヌ文化振
しん

興
こう

法が成立する 

平
成 

2001 うつくしま未来博が開かれる 2002 はじめての日朝首
しゅ

脳
のう

会談が行われる 

 


